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大分川・大野川水系直轄管理区間の河道管理の方針

取り組み内容・対策例（大分川中流）

大分川・大野川水系直轄管理区間の河道管理工事の環境配慮事項

河川の流域面積： km2 整備計画流量： m3/s（W=1/） セ グ メ ン ト ：
大河川

PDCA
平成20年度

河 川 分 類 ：

事業開始年度
段 階 ：

0
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問い合わせ先

電話番号

九州地方整備局　大分河川国道事務所　河川管理課

課題・目的（主な）：
工 法 （ 主 な ） ：

多自然川づくり取り組み事例

配慮事項（主な）：

目 標 設 定 ：
事 業 ：

水系 /河川名 ：
タ イ ト ル ：

流下能力の確保、礫河原、砂州・中州の保全・再生・創出、瀬・淵の保全・再生・創出
掘削（高水敷）、掘削（低水路）、樹木伐採、除根、管理ルールの設定
施工管理、委員会、協議会等の開催、その他

大分川・大野川の河道管理における環境配慮への取組
大分川・大野川水系直轄管理区間

河川改修・維持管理
定性的

存置する樹木を選び、低木

や下草も含めてまとまりと

してマーキング

施工業者と

の現場立会

委員からのアドバイス聴取（現地）



存
置

●After

⼤分川・⼤野川の河道管理における
環境配慮への取組

Keywords ：河道管理，環境配慮，委員会

●Before

平成29年度 全国多⾃然川づくり会議 九州ブロック選出
⼤分川⽔系・⼤野川⽔系 ⼤分河川国道事務所

平成２０年「⼤分川・⼤野川河道管理環境検討委員会」を設⽴した。
本委員会は、有識者から環境⾯の助⾔を受けることにより河道管理の充
実を図ることを⽬的に開催している。河道管理⼯事（河道掘削、樹⽊伐
採）の予定箇所が、環境に配慮すべき場所である場合、事前調査（⽣物
調査）の内容や施⼯時の配慮事項等を委員（有識者）が助⾔している。
また⼯事後は継続的にモニタリングを実施している。

施工直後（H28.2.22）

繁茂する樹木は抜根し、中洲は水際部を残して掘削

エノキなどの高木や下草はまとまりとして存置
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施工前（H26.6.4）
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現在（H29.8.2）
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